
崚

―

第
０
ノ
章

母
校
火
災

学
校
粉
争
の
頂
点
に
於
い
て
、
本
校
は
炎
上
し
た
。
こ
の
二
つ
が
関
連

あ
る
か
ど
う
か
、
い
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
憶
則
は
避
け
た
い
。

こ
こ
で
は
新
聞
の
記
事

（北
海
道
新
聞
）
を
復
元
す
る
こ
と
で
、
当
時
の

状
況
を
伝
え
る
こ
と
す
る
。
混
乱
し
た
当
時
の
記
憶
は
各
人
に
依
っ
て
さ

ま
ざ
ま
で
も
あ
り
、
主
観
の
入
る
こ
と
を
怖
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

新
聞
報
道
に
依
っ
て
も
、
〈不
審
火
の
疑
い
〉
〈
放
火
の
疑
い
強
ま
る
〉

〈
未
明
の
放
火
〉
〈
放
火
と
断
定
〉
と
そ
の
原
因
の
推
定
も
移
っ
て
き
て
い

る
が
、
遂
に
解
明
さ
れ
な
い
ま
ま
現
在
に
至
り
、
特
捜
本
部
も
解
散
さ
れ

た
。
当
時
北
高
に
あ
っ
た
職
員
の
苦
悩
は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
も
の
が

あ
る
が
、
そ
れ
を
客
観
的
資
料
と
し
て
残
す
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
三
回
目
の
火
災
を
契
機
に
、
粉
争
は
急
速
に
鎮
静
し
て
い
っ

た
。

Jし嵩7o年議も、

,ss 

-'rii[

第
１
回
火
災

●
こ
ん
ど
は
北
校
焼
く
／
木
造
１７
教
室
と
職
員
室
／
不
審
火
の
疑
い
／
入
試
答
案
は
無

事
　
〈昭
和
四
十
五
年
二
月
十
二
日
朝
刊
　
一
面
〉

全
日
制
の
卒
業
式
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
の
道
立
札
幌
北
高
校
で
、
十

一
日
夜
階

段
下
の
道
具
室
付
近
か
ら
出
火
、
木
造
部
分
の
旧
校
合
の
大
半
を
焼
失
し
た
。

入
試
答
案
や
学
籍
簿
な
ど
重
要
書
類
は
出
火
と
同
時
に
持
ち
出
し
無
事
だ
っ
た

が
、
道
内
で
は
二
月
二
十
日
夜
、
渡
島
管
内
松
前
町
の
松
前
中
学
校
が
全
焼
す

る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
七
件
の
学
校
火
災
が
相
次
ぎ
、
道
教
委
で
も
厳
重
注
意

を
通
達
し
た
矢
先
。
札
幌
北
署
で
原
因
を
調
べ
て
い
る
が
、
出
火
元
は
火
の
気

が
な
く
、
不
審
火
の
疑
い
も
持
た
れ
て
い
る
。

同
日
午
後
七
時
四
十
分
ご
ろ
、
札
幌
市
北
二
五
西

一
一
、
道
立
札
幌
北
高
校

―

‐
上
野
秋
造
校
長
―

‐
南
側
校
合
の
東
端
、
三
階
に
通
ず
る
階
段
下
の
掃

除
用
具
な
ど
の
道
具
室
付
近
か
ら
出
火
、
南
側
校
合
の
新
館
か
ら
南
東
側
の
部

分
、
木
造
モ
ル
タ
ル
三
階
建
て
延
べ
約
八
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
全
焼
、
火
は
同

時
に
同
校
合
と
Ｌ
字
形
に
つ
ら
な
る
東
側
校
合
に
も
燃
え
広
が
り
、
同
校
合
、

木
造
モ
ル
タ
ル
塗
り
二
階
建
て
延
べ
約
千
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
合
計
延
べ
千
九
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百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
全
焼
、
同
九
時
過
ぎ
消
え
た
。

こ
の
火
事
で
職
員
室
の
ほ

か
、
普
通
教
室
十
七
教
室
が
焼
失
し
た
。

校
合
が
古
い
木
造
だ
っ
た
た
め
、
市
消
防
局
は
第
四
種
、
二
十
八
台
の
消
防

車
を
出
動
さ
せ
、
消
火
に
当
た
っ
た
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
燃
え
広
が
り
、
南

側
校
合
の
中
央
部
か
ら
西
側
の
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
の
管
理
塔
や
新

校
合
、
屋
内
体
育
館
な
ど
へ
の
延
焼
を
食
い
止
め
る
の
が
や
っ
と
だ
っ
た
。

一
方
、
さ
き
に
行
な
わ
れ
た
入
学
試
験
の
答
案
は
、
こ
の
日
午
後
五
時
ま
で

南
側
校
合
新
館
三
階
の
図
書
館
で
採
点
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
管
理
塔
事
務

室
の
大
金
庫
に
保
存
さ
れ
、
出
火
と
同
時
に
、
学
籍
簿
、
成
績
表
な
ど
と
と
も

に
持
ち
出
さ
れ
無
事
だ
っ
た
。

ま
た
同
校
は
、
十
日
に
全
日
制
の
卒
業
式
を
行
な

い
十
二
日
ま
で
全
日
、
定

時
制
と
も
休
み
で
、
負
傷
者
は
な
か
っ
た
。

原
因
に
つ
い
て
は
札
幌
北
署
と
市
消
防
局
で
調
べ
て
い
る
が
、
出
火
場
所
と

み
ら
れ
る
掃
除
用
具
な
ど
の
道
具
室
や
そ
の
付
近
に
火
の
気
は
な
く
、
こ
の
日
、

宿
直
だ
っ
た
町
田
正
義
教
諭
も
「
午
後
七
時
前
、
校
合
を
ひ
と
ま
わ
り
し
た
が
、

ど
こ
に
も
異
常
は
な
か
っ
た
」
と
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
不
審
火
の
疑
い
も

同
校
は
二
十
八
年
七
月
、
こ
の
日
燃
え
た
主
校
合
が
建
ち
、
そ
の
後
、
屋
体
、

新
校
舎
な
ど
を
次
々
と
増
築
。
現
在
木
造
部
分
は
五
千
四
百
四
十
平
方
メ
ー
ト

ル
鉄
筋
部
分
は
八
百
六
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
普
通
教
室
は
三
十
、
特
別
教

室
十
五
。
生
徒
数
は
全
日
制
千
四
百
四
十
四
人

（今
年
度
卒
業
生
も
含
む
）、
定

時
制
四
百
九
十
二
人
。

な
お
同
校
で
は
同
夜
緊
急
対
策
会
議
を
開
き
今
後
の
方
針
を
協
議
し
た
が
、

一
、
二
年
生
の
授
業
は
十
三
日
か
ら
焼
け
残
っ
た
特
別
教
室
な
ど
で
平
常
に
行

な
う
ほ
か
、定
時
制
の
卒
業
式
は
予
定
通
り
十
四
日
に
行
な
う
こ
と
を
決
め
た
ｃ

持
た
れ
て
い
る

瞼

漆屹

率緻

隆

“核

夕

・嗽

秒́

灯́

２

・赳

珈２

妙

鰺

驀黎
燿擁
赳

緻

・緻

“鰤

【―

な́

け

・笏・鰤

・２

”Ｎ

Ｒ

・示

ｍ́

ｍ́

緻

ｍ̈

一鰤

ｍ

一４ｍ

緻

・予

・熙

熙́

・赳

熙

乙

・恣

機́
・量
４

・夕

一妙

一乙

・黎

・熙

・難
・甕
一・ｍ

一４
一な
一ｍ

一鰤

蓼

〓一４

一射

一ｍ

ｍ̈

一な勒

４

年４

一一一４

一勒

イ勒

一鰤

一勒

〓鰤

軋́

イ予

な勒

一勒

一靱

一饒

一歿

一な

一け

一蜀

母校火災一
186

移 二

. .″ |´

一
′

　
　

，

・́

勧
=燿|″1警

.

′1纂
L′

集

・́霧
鶴
霧
．．

●́
，
一́一多

グ ,



●
卒
業
式
騒
ぎ
に
火
の
追
い
打
ち
　
〈同
日
付
十
五
面
〉

ま
た
も
学
校
火
災

―
―

十

一
日
、
札
幌
北
高
校
が
焼
け
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の

日
は
、
中
川
道
教
委
管
理
部
長
名
で
道
内
の
各
学
校
に
火
災
に
対
す
る

″
厳
戒

体
制
″
の
緊
急
通
達
が
出
た
ば
か
り
。
機
動
隊
の
出
動
要
請
と
い
う
異
常
事
態

の
な
か
で
卒
業
式
を
す
ま
せ
た
直
後
だ
け
に
、
道
教
委
、
学
校
関
係
者
に
と
っ

て
北
高
校
の
火
災
は
た
た
み
か
け
ら
れ
る
よ
う
な
災
難
だ
っ
た
。
在
校
生
は
じ

め
同
校
を
志
願
し
た
受
験
生
、
父
母
な
ど
か
け
つ
け
た
人
た
ち
は
、
雪
と
風
に

あ
お
ら
れ
て
舞

い
狂
う
炎
に
、
た
だ
ぼ
う
然
と
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

●
ソ
レ
答
案
だ
、
学
籍
薄
も
／
先
生
と
生
徒
も
黒
煙
の
中
へ
　

〈同
〉

「
入
試
の
答
案
は
無
事
か
」
「大
丈
夫
、
校
長
住
宅
に
運
ん
だ
」
―

―
暗
や

み
の
な
か
で
交
錯
す
る
声
。
こ
の
日
の
札
幌
北
高
は
、
六
、
入
の
両
日
に
終
え

た
入
試
の
採
点
日
。
そ
れ
だ
け
に
、
学
籍
簿
な
ど
重
要
書
類
も
す
べ
て
持
ち
出

さ
れ
た
と
聞
い
て
上
野
校
長
は
、
ホ
ッ
と
深
い
た
め
息
を
も
ら
し
て
い
た
。

前
日
の
卒
業
式
で
は
、

一
部
過
激
派
生
徒
が

「卒
業
式
粉
砕
」
の
ビ
ラ
を
ま

き
、
壇
上
を

一
時
占
拠
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
を
歌

い
、
卒
業
証
書
を
破
る
な
ど

ハ
プ

ニ
ン
グ
が
あ

っ
た
だ
け
に
、
こ
の
日
の
火
災
は
、
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
に
ま
さ

に

″
追
い
打
ち
″
を
か
け
た
形
。

同
校
の
卒
業
生
で
最
初
に
火
災
を
発
見
、
通
報
し
た
北
二
四
西

一
〇
、
北
大

工
学
部
四
年
、
北
川
和
正
さ
ん

（
三
二
）
は

「卒
論
を
書
き
あ
げ
る
た
め
、
北

大
の
研
究
室

へ
行
こ
う
と
家
を
出
た
が
、
北
高
の
近
く
ま
で
き
た
ら
、
校
舎
南

東
か
ど
の
生
徒
通
用
門
か
ら
通
ず
る
北
側
教
室
の
窓
か
ら
炎
が
吹
き
出
し
て
い

た
。
三
階
の
窓
か
ら
も
炎
が
見
え
、　
一
人
で
は
消
せ
な
い
と
思

い
、
宿
直
室
に

行
っ
て
先
生
に
知
ら
せ
、
さ
ら
に
公
衆
電
話
か
ら

一
一
九
番
通
報
し
た
」
と
雪

の
降
り
し
き
る
中
で
、
母
校
の
焼
け
落
ち
て
ゆ
く
さ
ま
を
悲
し
げ
に
見
つ
め
て

い
た
ｃ

火
災
発
生
の
通
報
を
受
け
た
こ
の
日
の
当
直
員
、
町
田
正
義
教
諭
は
午
後
九

時
で
ガ
ー
ド
マ
ン
と
交
代
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
「午
後
七
時
前
、
南
側

校
舎

一
階
の
生
物
学
教
室
に
残

っ
て
い
た
数
人
の
生
徒
が
帰

っ
た
あ
と
、
火
気

点
検
の
た
め
、
校
舎
を
見
回
っ
た
が
、
異
常
が
な
か
っ
た
の
で
宿
直
室
に
戻
り

ゥ
ト
ゥ
ト
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
男
の
人

（北
川
さ
ん
）
が
火
事
だ
と
い
っ
て

か
け
込
ん
で
き
た
の
で
、
消
火
器
を
持

っ
て
生
徒
通
用
門

（掃
除
用
具
入
れ
小

部
屋
近
く
）
に
走
っ
た
が
、
火
に
あ
お
ら
れ
て
…
…
」
と
が
っ
く
り
肩
を
落
と

し
て
い
た
。

一
火
事
」
の
知
ら
せ
で
真
っ
先
に
学
校
に
か
け
つ
け
た
の
は
、
校
舎
と
道
路

一
本

へ
だ
て
た
公
宅
の
先
生
ら
二
十
人
。
降
り
し
き
る
ボ
タ
雪
と
校
合
か
ら
吹

き
上
が
る
黒
煙
の
中
を
次
々
と
校
長
室
に
飛
び
込
み
、
こ
の
日
採
点
を
終
え
た

ば
か
り
の
六
百
三
十
人
の
入
試
答
案
と
学
籍
簿
を
入
れ
た
金
庫
を
運
び
出
し

た
ｃや

が
て
現
場
に
は
在
校
生
は
じ
め
、
十
日
、
式
を
終
え
た
ば
か
り
の
卒
業
生
、

入
試
結
果
を
気
に
し
た
受
験
生
、
懐
中
電
燈
を
手
に
し
た
先
輩
、
父
母
な
ど
約

二
千
人
が
心
配
顔
で
集
ま
っ
た
。
だ
れ
い
う
と
な
く
職
員
な
ど
の
重
要
書
類

ケ
ー
ス
、
机
な
ど
を
出
し
始
め
た
が
、
興
奪
の
余
り
焼
え
あ
が
る
教
室
付
近
に

か
け
寄
る
先
輩
、
泣
き
出
す
女
生
徒
も
い
た
。
先
生
た
ち
は

「
み
ん
な
あ
り
が

と
う
。
答
案
は
無
事
で
す
。
危
険
な
の
で
近
づ
か
な
い
よ
う
に
―
―
」
と
ノ
ド

を
か
ら
し
て
い
た
。

道
教
委
の
中
川
管
理
部
長
、
斉
藤
指
導
部
長
ら
も
現
場
に
か
け
つ
け
た
。
幸

い
全
焼
を
ま
ぬ
が
れ
た
が
、
中
川
管
理
部
長
は

「
ま
こ
と
に
申
し
わ
け
な
い
。

学
校
火
災
だ
け
は
な
ん
と
し
て
も
防
が
な
け
ゑ
れ
ば
…
…
」
と
沈
痛
な
お
も
も

ち
ｃ学

校
火
災
の
防
止
に
つ
い
て
は
七
日
に
異
例
の
道
総
務
部
長
通
達
で
道
内
全

市
町
村
に
再
点
検
を
指
示
し
た
ば
か
り
だ
が
、
道
教
委
で
は
十
三
日
に
、
全
道
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の
小
、
中
、
高
校
長
代
表
や
防
災
担
当
者
を
集
め
て
学
校
火
災
防
歩
止
対
策
協

議
会
を
開
き
、
対
策
を
再
検
討
す
る
、
と
表
情
を
き
び
し
く
し
て
い
た
。

●
道
教
委
、
総
点
検
を
緊
急
指
示
　
〈同
〉

札
幌
北
高
の
火
災
を
重
視
し
た
道
教
委
は
、
十

一
日
夜
、
こ
ん
ご
の
対
策
を

話
し
合
っ
た
結
果
、
道
内
各
校
に
対
し

″
防
火
管
理
体
制
の
総
点
検
″
を
緊
急

指
示
す
る
こ
と
を
決
め
、
岡
村
教
育
長
名
で
次
の
談
話
を
発
表
し
た
。

学
校
火
災
が
ひ
ん
発
、
防
火
体
制
に
つ
い
て
指
導
の
徹
底
を
は
か
っ
て
い
る

矢
先
、
道
立
高
校
を
焼
失
し
た
こ
と
は
申
し
わ
け
な
い
。
道
民
に
深
く
お
わ
び

す
る
。
北
高
校
の
授
業
に
つ
い
て
は
、
残
っ
て
い
る
教
室
を
利
用
、
平
常
通
り

行
な
う
見
込
み
だ
。
入
学
試
験
の
関
係
書
類
を
搬
出
で
き
た
こ
と
は
不
幸
中
の

幸
い
だ
っ
た
が
、
こ
の
機
会
に
学
校
火
災
の
防
止
に
全
力
を
あ
げ
て
い
き
た
い
。

●
窓
が
あ
け
ら
れ
た
形
跡
／
放
火
の
線
強
ま
る
／
出
火
場
所
、
道
具
室
と
断
定

〈同
二
月
十
二
日
付
朝
刊
　
七
面
〉

十

一
日
夜
、
十
七
教
室
と
職
員
室
の
木
造
部
分
、
約
千
九
百
平
方
メ
ー
ト
ル

を
焼
い
た
札
幌
市
北
二
四
西
十

一
、
札
幌
北
高
の
火
事
の
原
因
を
調
べ
て
い
る

道
警
本
部
、
札
幌
北
署
、
札
幌
市
消
防
局
は
十
二
日
朝
か
ら
本
格
的
な
現
場
検

証
を
は
じ
め
た
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
失
火
の
要
因
と
な
る
も
の
は
な
に
も
得
ら

れ
ず
放
火
の
線
が
強
い
と
み
て
い
る
。

こ
の
検
証
は
、
今
堀
道
警
刑
事
課
長
、
山
下
北
署
長
ら
の
指
揮
で
行
な
わ
れ
、

出
火
場
所
は
南
側
校
合
の
東
端
、
三
階
に
通
じ
る
階
段
下
の
道
具
室
と
断
定
し

た
。道

具
室
は
全
校
の
大
掃
除
な
ど
の
と
き
に
使
う
バ
ケ
ツ
・
ゾ
ウ
キ
ン
な
ど
が

入
っ
て
お
り
、
ふ
だ
ん
は
外
か
ら
南
京
錠
を
か
け
て
あ
る
。
同
校
教
員
な
ど
の

話
で
は
、
前
夜
も
開
い
た
様
子
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
①
道
具
室
の
ド
ア
は
カ
ギ
の
か
か
っ
た
ま
ま
焼
け
落
ち
て
お
り
、
校

内
か
ら
道
具
室
に
は
い
っ
た
あ
と
は
な
い
。
②
電
気
の
配
線
が
し
て
い
な
い
。

③
道
具
室
の
東
側
に
二
つ
の
押
し
開
き
式
の
窓
が
あ
り
、
中
か
ら
カ
ギ
を
か
け

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
つ
の
窓
が
あ
け
ら
れ
た
形
跡
が
あ
る
―

―
な
ど

の
点
が
わ
か
り
、
物
証
は
な
い
も
の
の
、
同
本
部
は
放
火
の
線
が
強
い
、
と
み

て
さ
ら
に
く
わ
し
く
調
べ
て
い
る
。
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●
北
高
ま
た
も
不
審
火
／
け
さ

一
教
室
焼
く
／

″放
火
の
疑
い
″
に
シ
ョ
ッ
ク

〈昭
和
四
十
五
年
二
月
二
十
五
日
夕
刊
　
十

一
面
〉

二
十
五
日
未
明
、
道
立
札
幌
北
高

（長
浜
英
作
校
長
）
で
ま
た
火
事
が
あ
り
、

普
通
教
室

一
教
室
の
内
部
を
焼
い
た
。
焼
い
た
教
室
は
、
二
月
に
不
審
火
で
十

七
教
室
と
職
員
室
を
焼

い
た
と
き
焼
け
残

っ
た
部
分
で
、
今
度
も
ま
っ
た
く
火

の
気
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
道
警
本
部
、
札
幌
北
署
は
放
火
の
疑
い
が
強

い
と
し
て
同
日
朝
か
ら
綿
密
に
現
場
検
証
し
て
い
る
。

同
日
午
前
三
時
二
十
分
ご
ろ
、
札
幌
市
北
二
五
西
十

一
、
道
立
札
幌
北
高
校

東
側
校
合
の

一
年

一
組
か
ら
出
火
、
本
造
モ
ル
タ
ル
塗
り
平
屋
建
て
の
教
室
、

約
二
百
二
十
平
方
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
内
部
約
七
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
焼

い
た
。

同
教
室
を
は
さ
ん
だ
工
芸
室
と

一
年
二
組
は
天
丼
を

こ
が
し
た
が
、
延
焼
は
く

い
止
め
た
。

札
幌
北
署
と
市
消
防
局
は
道
警
本
部

の
応
援
で
同
日
午
前
九
時
半
か
ら
現
場

検
証
し
た
が
、
出
火
場
所
は

一
年

一
組
教
壇
わ
き
の
窓
側
に
あ
る
掃
除
道
具
箱
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付
近
と
断
定
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
調
べ
で
は
、
同
教
室
は
二
十
三
日
午
後
か
ら

使
っ
て
お
ら
ず
、
ス
ト
ー
ブ
も
取
り
は
ず
し
て
あ
り
、
ま
っ
た
く
火
の
気
は
な

か
っ
た
。
同
校
夜
警
員
、
金
多
吉
さ
ん

（
六

一
）
は
午
前

一
時
の
巡
回
の
と
き

は
異
常
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
同
三
時
か
ら
巡
回
で
、
東
側
校
合
か
ら
煙

が
吹
き
出
し
て
い
る
の
に
気
づ
き
、
す
ぐ
通
報
し
た
と
い
う
。

同
校
は
卒
業
式
翌
日
の
三
月
十

一
日
夜
に
も
、
火
の
気
の
な
い
道
具
室
か
ら

出
火
、
十
七
教
室
と
職
員
室
を
焼
き
、
道
警
と
北
署
は
放
火
の
線
で
捜
査
し
て

い
る
が
、
今
度
の
火
事
は
そ
の
さ
い
焼
け
残

っ
た
教
室
。

こ
の
た
め
、
同
署
は
、
①
今
回
も
同
じ
む
ね
の
道
具
箱
か
ら
出
火
し
て
お
り
、

類
似
点
が
あ
る
。
②
い
ま
の
と
こ
ろ
漏
電
は
考
え
ら
れ
な
い
―

な
ど
の
点
か

ら

一
応
放
火
の
疑
い
が
強
い
と
み
て
、
付
近
の
間
き
込
み
に
全
力
を
あ
げ
て
い

る
。同

検
は
、
二
月

の
火
災

の
あ
と
、
新
学
期
か
ら
体
育
館
を
間
仕
切
り
し
て
、

一
部
不
自
由
な
授
業
を
続
け
て
お
り
、
今
度
焼
け
た
教
室
は
、

い
ま
建
築
中

の

仮
教
室
が
出
来
し
だ

い
、
解
体
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。　
一
年

一
、
二
組

の

生
徒
は
特
別
教
室

に
収
容
し
て
、
二
十
五
日
も
平
常
授
業
を
続
け
た
が
、
わ
ず

か
二
ヵ
月
余

の
間

に
相
次
ぐ
不
審
火

の
連
続

パ

ン
チ

に
、
同
校
関
係
者

は

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
。

●
徹
底
的
に
原
因
究
名
を
／
長
浜
栄
作
校
長
の
話

　

〈同
〉

こ
ん
な
こ
と
に
な
り
、
申
し
訳
な

い
。
二
月
十

一
日
の
火
災
は
放
火
の
疑

い

が
あ

っ
た
の
で
、
窓
の
旋
錠
な
ど
点
検
を
特
に
き
び
し
く
し
て
い
た
。
不
審
火

が
三
度
も
続
く
と
い
う

こ
と
は
、
単
に
北
高
内
部
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
の
で
、

徹
底
的
に
究
明
し
て
ほ
し

い
。
さ
い
わ
い
授
業
に
は
支
障
が
な

い
の
で
、
生
徒

た
ち
に
動
揺
す
る
こ
と
な
く
、
勉
強
に
専
念
す
る
よ
う
話
し
て
お
い
た
。

●
警
備
さ
ら
に
ふ
や
す
／
道
教
委
、
火
災
防
止
に
抜
本
策

　

〈同
〉

道
立
札
幌
北
高
が
焼
け
た
二
十
五
日
朝
、
道
教
委
は
緊
急
部
課
長
会
議
を
開

き

一
こ
の
ま
ま
で
は
道
民
の
信
頼
を
失
う
。
三
度

の
火
災
を
出
し
た
同
校
に
は

同
日
夜
か
ら
警
備
体
制
を
強
化
、
道
立
学
校
全
体
に
つ
い
て
は
六
月

一
日
か
ら

学
校
火
災
防
止
対
策
本
部
を
発
足
さ
せ
、
抜
本
的
な
対
策
を
講
ず
る
」

こ
と
な

ど
を
決
め
た
。

札
幌
北
高
は
二
月
十

一
日
の
火
災
も
、
今
回
も
ま

っ
た
く
火
の
気
の
な

い
と

こ
ろ
か
ら
の
出
火
。

こ
の
た
め
道
教
委
は

「北
高
が
と
く
に
ね
ら
わ
れ
て
い
る

の
で
は
な

い
か
」
と
強

い
疑

い
を
持
ち
、　
一
般
的
な
防
火
体
制
と
は
別
に
、
同

校
だ
け
に
し
ぼ

っ
て

″
自
主
防
衛
体
制
″
を
強
化
す
る
方
針
。

同
校
の
夜
間
警
備
は
平
日
は
午
後
九
時
以
降
、
翌
朝

の
午
前
八
時
半
ま
で
、

ほ
ぼ
二
時
間
お
き
に
警
備
会
社
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
警
備
員

一
人
が
校
内
を

巡
回
、
日
曜
や
休
日
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
う

一
人
の
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
が
加
わ

っ

て
警
戒
し
て
い
る
。

こ
れ
を
平
日
も
警
備
を
複
数
に
し
て
、
巡
回
の
回
数
を
ふ
や
し
、
ま
た
二
度

の
火
災
が
休
校
日
と
日
曜
日
に
起
き
て
い
る
こ
と
か
ら
休
日
に
は
警
備
員
を
さ

ら
に
増
員
、
臨
時
的
に
教
員
の
休
日
宿
直
を
復
活
さ
せ
る
。

こ
の
体
制
は
二
十
五
日
夜
か
ら
実
施
す
る
が
、
警
備
員
の
数
は
学
校
と
相
談

し
て
決
め
る
。
（以
下
略
）

●
北
高
火
災
で
特
捜
本
部
／
札
幌
北
署
、
五
十
三
人
が
専
従
　
〈同
〉

二
十
五
日
早
朝
の
道
立
札
幌
北
高
火
災

の
原
因
を
調
べ
て
い
る
札
幌
北
署

は
、
現
場
検
証
の
結
果
、
出
火
場
所
を

一
年

一
組
教
室
の
教
壇
窓
側
に
あ
る
掃

除
道
具
窓
付
近
と
断
定
、
放
火
の
疑
い
が
強
い
と
し
て
「北
高
火
災
特
捜
本
部
」

（本
部
長
　
今
堀
同
署
長
）
を
設
け
、
本
格
的
な
捜
査
を
開
始
し
た
。
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こ
れ
ま
で
の
捜
査
で
は
、
有
力
な
証
拠
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
二
月
十

一

日
同
じ
む
ね
の
十
七
教
室
と
職
員
室
を
焼
い
た
火
災
も
放
火
の
疑
い
で
捜
査
を

進
め
ら
れ
て
お
り
、道
警
本
部
の
応
援
を
得
て
捜
査
員
五
十
二
人
を
専
従
さ
せ
、

二
つ
の
不
審
火
を
合
せ
て
追
及
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

母校火災に一-19。
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●
七
教
室
を
ひ
と
な
め
／
厳
戒
下
、
出
火
前
に
人
影

〈
二
十
八
日
夕
刊
　
十

一
面
〉

二
十
八
日
未
明
、
道
立
札
幌
北
高
で
放
火
の
た
め
普
通
教
室
な
ど
七
教
室
が

全
焼
し
た
。
同
校
は
二
月
に
十
七
教
室
と
職
員
室
を
焼
失
、
こ
の
二
十
五
日
に

も

一
普
通
教
室

の
内
部
を
焼
き
、
札
幌
北
署
は
、
と
も
に
放
火
の
疑

い
が
濃

い

と
し
て

「
北
高
火
災
特
捜
本
部
」
を
設
け
、
本
格
的
な
捜
査
を
始
め
た
や
さ
き

だ
っ
た
。
道
警
本
部
、
札
幌
北
署
は
二
十
八
日
の
火
災

に
つ
い
て
、
現
場
検
証

の
結
果
な
ど
か
ら
放
火
と
断
定
、
同
日
朝
か
ら
付
近

の
間
き
込
み
を
綿
密
に
す

る
な
ど
、
全
力
を
あ
げ
捜
査
し
て
い
る
。
同
高
校
は
三
十
日
ま
で
臨
時
休
校
す

る
。同
日
午
前
三
時
二
十
分
ご
ろ
、
札
幌
市
北
二
五
西

一
一
、
道
立
札
幌
北
高

（長

浜
英
作
校
長
、
生
徒
数
全
日
制
千
四
百
六
人
、
定
時
制
四
　
八
十
五
人
）
南
側

校
合

一
階
の
男
子
便
所
わ
き
に
あ
る
物
置
き
か
ら
出
火
、
物
置
き
と
、
南
側
校

合
の
新
館
か
ら
西
側
の
部
分
、
本
造
モ
ル
タ
ル
三
階
建
て
延
べ
約
六
百
平
方

メ
ー
ト
ル
を
全
焼
し
た
。
こ
の
火
事
で
、
普
通
教
室
の
ほ
か
、
物
理
、
生
物
の

特
別
教
室
な
ど
合
わ
せ
て
七
教
室
が
焼
失
し
た
。

火
事
を
発
見
し
た
札
幌
北
署
外
勤
課
の
加
藤
利
男
巡
査
部
長

（
四
四
）
は
「外

勤
課
員
四
人
を
学
校
周
辺
に
立
た
せ
、
不
審
者
を
チ

ェ
ッ
ク
さ
せ
、
警
戒
の
た

め
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
内
庭
の
物
置
き
が
燃
え
て
い
る
の
を
見
つ

け
た
。
学
校
に
駆
け
つ
け
、
事
務
室
に
い
た
夜
警
員
の
金
さ
ん
に
窓
を
た
た
い

て
知
ら
せ

一
一
九
番
し
て
も
ら
っ
た
」
と
い
っ
て
い
る
。

ま
た
同
校
夜
警
員
の
金
多
さ
ん

（
六

一
）、
宿
直

の
清
水
安
次
教
論

（
三
六
）

ら
の
話
に
よ
る
と
、
一
時
間
お
き
に
巡
回
を
し
て
い
た
が
、
午
前
三
時
ご
ろ
回

っ

た
と
き
に
は
、
異
常
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
、
と

い
う
。

札
幌
北
署
と
市
消
防
局
は
道
警
本
部

の
応
援
で
、
同
日
午
前
九
時
か
ら
現
場

検
証
し
た
が
、
火
元
は
南
側
校
合

一
階
北
側

の
男
子
便
所
わ
き
の
ト
タ
ン
屋
根

の
物
置
き
内
に
あ

っ
た
リ
ヤ
カ
ー
の
上
の
、
ゴ
ミ
を
入
れ
た
本
箱
と
わ
か
っ
た
。

物
置
は
入
り

口
に
カ

ン
ヌ
キ
が
し
て
あ

っ
た
だ
け
で
自
由
に
通
り
抜
け
が
で

き
、
ふ
だ
ん
遅
刻
す
る
生
徒
な
ど
が
通
用
間
が
わ
り
に
使

っ
て
い
た
。

ま
た
出
火
の
五
分
前
、
特
捜
部
員
と
夜
警
員
が
、
頭
に
ネ

ン
カ
チ
‐
フ
よ
う

の
も
の
を
か
ぶ
り
、
白

い
ト

レ
パ
ン
を
は
い
た
十
六
、
七
歳
の
人

（
男
女
不
明
）

が
同
校
わ
き
の
グ
ラ

ン
ド
か
ら
北
方
向
に
立
ち
去
る
の
を
目
撃
し
て
お
り
、
特

捜
本
部
は
火
災
と
の
間
違
性
に
つ
い
て
調

べ
る
た
め
捜
し
て
い
る
。

同
校
で
は
卒
業
式
翌
日
の
二
月
十

一
日
夜
、
火
の
気

の
な

い
道
具
室
か
ら
出

火
、
十
七
教
室
と
職
員
室
を
焼
き
、
二
十
五
日
未
明
に
も
や
は
り
火
の
気
の
な

い

一
年

一
組
教
壇
わ
き
の
窓
側
に
あ
る
掃
除
道
具
箱
付
近
か
ら
出
火
、
普
通
教

室

一
教
室

の
内
部
を
焼

い
て
お
り
、
こ
ん
ど
を
含
め
、
普
通
、
特
別
四
十

一
教

室

の
う
ち
、
二
十
五
教
室
を
焼
失
し
た
。
札
幌
北
署
は
道
警
本
部

の
応
援
を
え

て
二
十
五
日
、
こ
れ
ら
は
と
も
に
放
火
の
疑

い
が
強

い
と
し
て

「
北
高
火
災
特

捜
本
部
」
（本
部
長
、
今
堀
同
署
長
）
を
設
け
、
捜
査
員
五
十
二
人
を
専
従
さ
せ
、

二
七
の
不
審
火
を
合
わ
せ
追
及
し
て
い
た
。

二
十
八
日
朝

の
現
在
検
証

の
結
果
、
同
署
は
①
ま

っ
た
く
火
の
気

の
な

い
場



所
か
ら
の
出
火
、
②
い
ま
の
と
こ
ろ
、
失
火
や
漏
電
は
考
え
ら
れ
な
い
―

―
な

ど
の
点
か
、
放
火
と
断
定
、
特
捜
専
従
員
に
付
近
の
聞
き
込
み
に
あ
た
ら
せ
る

な
ど
、
捜
査
に
全
力
を
あ
げ
て
い
る
。

同
校
は
同
日
か
ら
中
間
テ
ス
ト
に
は
い
る
予
定
だ
っ
た
が
、
緊
急
対
策
会
議

を
開
き
、
今
後
の
方
針
を
協
議
し
た
結
果
、
と
り
あ
え
ず
三
十
日
ま
で
臨
時
休

校
に
し
、
六
月

一
日
か
ら
平
常
授
業
を
行
な
い
、
中
間
テ
ス
ト
も
実
施
す
る
こ

と
に
し
た
。

０
前
の
二
回
も
放
火
？
／
出
火
場
所
、
時
間
に
共
通
点

　
〈同
〉

わ
ず
か
三
ヵ
月
の
間
に
三
度
も
火
災
に
見
舞
わ
れ
た
札
幌
北
高
―

―
し
か

も

一
、
三
度
目
は
放
火
の
疑
い
が
濃
く
、
三
度
目
は
放
火
と
断
定
さ
れ
た
。
学

校
火
災
史
上
例
を
み
な
い
異
常
事
態
に
、
特
捜
本
部
も
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
捜

査
員
を
投
入
し
て
全
力
捜
査
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
同
校
関
係
者
が
い
う
よ
う

に
な
ぜ

「北
高
ば
か
り
ね
ら
い
打
ち
さ
れ
る
」
の
か
、
犯
人
は
何
者
だ
ろ
う
。

三
度
の
火
災
の
う
ち
、
二
月
十

一
日
は
午
後
七
時
四
十
分
と
、
宵
の
口
だ
っ

た
が
、
五
月
の
二
件
は
と
も
に
午
前
三
時
す
ぎ
と
い
う
、
人
通
り
の
な
く
な
る

・時
間
の
出
火
で
、
場
所
も
火
の
気
の
な
い
物
置
き
な
ど
、
共
通
点
が
あ
る
。

特
捜
本
部
は
、
三
件
の
関
連
性
に
つ
い
て
確
証
は
得
て
な
い
も
の
の
、
出
火

原
因
が
失
火
と
は
考
え
ら
れ
な
い
点
で
、
な
ん
ら
か
の
共
通
点
が
あ
る
と
い
う

見
方
を
と
っ
て
い
る
。　
こ
の
た
め
全
部
が
放
火
だ
と
す
れ
ば
三
件
と
も

一
人
の

変
質
者
、
あ
る
い
は
同
校
に
関
係
あ
る
者
の
し
わ
ざ
、
ま
た
二
月
と
、
五
月
の

二
件
は
別
人
の
場
Ａ
口
も
考
え
ら
れ
る
と
し
て
お
り
、
三
度
目
の
出
火
直
前
現
場

付
近
か
ら
立
ち
去

っ
た
ト
レ
パ
ン
姿
の
人
が
関
係
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
、
同
本

部
は
か
な
り
広
範
囲
に
捜
査
の
網
を
張
り
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。

●

″ね
ら
い
打
ち
み
た
い
″
／
ぼ
う
然
の
学
校
側
／
目
の
色
変
え
る
捜
査
陣

〈同
〉

ま
た
ま
た
札
幌
北
高
が
焼
け
た
―

‐
二
月

い
ら

い
こ
れ
で
三
度
日
、
合
わ
せ

て
二
十
五
教
室
と
職
員
室
が
灰
に
な

っ
て
し
ま

つ
た
。
「
い
つ
た
い
ど
う

い
う

こ

と
な
ん
だ
ろ
う
」
ね
ら

い
打
ち
さ
れ
た
よ
う
な
北
高
関
係
者
と
道
教
委
は
、
大

き
な
シ
ョ
ツ
ク
の
中
で
生
徒

へ
の
影
響
を
考
え
な
が
ら
ど
ん
な
手
を
う

っ
た
ら

よ

い
か
ま
さ
ぐ

っ
て
い
る
感
じ
だ
。
特
捜
本
部
を
設
け
た
道
警
本
部
、
札
幌
北

署
も
、
厳
戒
を
突
破
さ
れ
て
の
放
火
に
、
早
期
解
決

ヘ
ロ

の
色
を
変
え
て
い
る
。

夜
明
け
前
、
急
を
知

っ
て
か
け

つ
け
た
北
高
、
道
教
委
関
係
者
は
、
現
場
を

見
て
さ
す
が
に
が

っ
く
り
肩
を
落
と
し
「
ね
ら

い
打
ち
に
あ

っ
た
よ
う
な
も
の
」

と
苦
悩

の
色
を
か
く
し
切
れ
な

い
。

二
十
五
日
の
火
災

い
ら

い
、
そ
れ
ま
で
の
宿
直
、
夜
警

の
二
人
体
制

の
警
備

に
加
え
、
外

の
見
回
り

一
人
を
ふ
や
し
た
が
、
こ
れ
も
結
果
的
に
は
焼
け
石
に

水
だ
っ
た
。
「
三
度
も
火
の
気
の
な

い
と
こ
ろ
か
ら
出
火
が
続

い
て
は
、
や
は
り

放
火
と
し
か
考
え
ら
れ
な

い
」
道
教
委

の
中
川
管
理
部
長
や
長
浜
同
校
校
長
は
、

多
感
な
生
徒

へ
の
影
響
を
心
配
し
な
が
ら
こ
と
ば
を
続
け
る
。
「
職
員
会
議
な
ど

で
も
、
当
直
員
を
ふ
や
し
て
は
ど
う
か
、
そ
れ
も
火
災
防
止
の
切
り
札
に
は
な

ら
な

い
。
先
生

の
疲
労
か
ら
生
徒

の
労
力
低
下
を
招
く
、
と

い
う
逆
の
面
も
あ

る
。
だ
か
ら
現
状
の
ま
ま
で
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
と

っ
て
、
こ
れ
以
上
不
祥
事
を

起
こ
さ
ぬ
よ
う
、
火
災
防
止
に
全
力
を
あ
げ
る
ほ
か
は
な

い
」
と
す

っ
か
り
弱

り
切

っ
た
表
情
。

同
校

の
先
生
ら
は
、
二
月

い
ら
い

「宿
直
の
夜
は
、

い
つ
も

い
や
な
気
持
で

勤
務
、

一
晩
中
眠
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
二
十
五
日
の
火
事

の
あ
と
北
署
に

特
捜
本
部
が
で
き
、
パ
ト

ロ
ー
ル
が
強
化
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
や

っ
と
安
心

で
き
る
と
思

っ
た
の
だ
が
、
そ
の
き
び
し

い
警
戒
も
き
き
め
が
な
か
っ
た
の
で

は
ど
う
し
よ
う
も
な

い
、
と
口
を
そ
ろ
え
る
。
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エ
ピ
ソ
ー
ド

千

職
員
室
放
浪
記

火
災
以
降
、
新
校
合
の
現
職
員
室
に
落

つ
く
ま
で
、
じ

つ
に
六
回
の
引

越
を
経
験
し
た
。　
こ
れ
は
英
、
数
、
国
の
教
科

の
職
員
の
引
越
史
ｃ

第

一
回
目
。
第

一
回
の
火
災
で
職
員
は
殆
ど
全
焼
。

こ
の
直
後
、
焼
け

残

っ
た
身

の
回
り
の
も
の
を
持

っ
て
、
講
堂

（
正
面
玄
関
か
ら
入

っ
て
二

階
に
あ

っ
た
。
後
に
こ
こ
を
仕
切

っ
て
三
年
生

の
四
ク
ラ
ス
が
入
る
）
へ
。

第
二
回
目
。
職
員
室

の
焼
跡
を
取
こ
わ
し
て
、
ベ

ニ
ヤ
の
仮
設
職
員
室

が
で
き
、
講
堂
か
ら
戻
る
。
思

い
が
け
な
く
速

い
建
築
だ

っ
た
。

（
五
月
二
十
八
日
、
第
二
回
の
火
災
で
、
生
物
、
物
理
、
化
学
、
家
庭

の
職
員
室
が
焼
け
、
こ
の
教
科
の
職
員
も
前
記
仮
設
職
員
室
に
入
る
ｃ

満
員
の
状
況
。
無
傷
は
地
学
だ
け
）

第
二
回
目
。
仮
設
校
合
の
美
術
教
室

へ
一
時
入
居
。
前
記

の
焼
跡
の
仮

設
を
、　
コ
ロ
で
、
引
張

っ
て
く
る
間
、
と
り
あ
え
ず
教
室
に
入
る
。

こ
れ

は
そ
の
後
美
術
教
室
と
な
る
。
狭

い
こ
と
こ
の
上
な
く
、
生
徒
を
呼
ん
で

話
を
す
る
と
、
そ
の
後
を
人
が
通
れ
な
く
な
る
。

第
四
回
目
。　
コ
ロ
で
移
転
し
た
職
員
室

へ
。
（
現
手
稲
高
職
員
室

へ
）

（
理
科
関
係
は
、
こ
の
間
に
仮
設
理
科
教
室

・
現
手
稲
高
理
科
教
室

へ

引
越
し
）
朝

の
打
合
せ
に
は
、
校
合

の
端
か
ら
端
ま
で
、
理
科
の
職
員

が
渡

っ
て
く
る
。　
一
年
生

の
遠

い
教
室
に
授
業
に
行
く
時
は
、
北
二
十
六

条

へ
行

っ
て
く
る
、
な
ど
と
冗
談
も
出
た
。
職
員
室
が
北
二
十
五
条
西
十

二
丁
目
、
理
科
が
、
北
二
十
六
条
、
西
十

一
丁
目
と

い
う
感
じ
だ
っ
た
。

第
五
回
目
。
新
築
校
合

の
普
通
教
室

へ
。
現
ニ
ノ
ニ
が
応
接
室
、
現
二

ノ

一
が
国
語

・
数
学
、
理
。
三
ノ
十
が
社
会

・
英
語
、
現
三
ノ
九
が
印
刷

室

第
六
回
目
。
新
装
な

っ
た
本
職
員
室

へ
。

193~1見ヤ兄

4‐|″ .

=

す

‐́き、
ヽ

≠



捜
査
員
五
人
を
配
置
し
な
が
ら
、
こ
の
間
を
ぬ
っ
て
の
放
火
に
北
署
特
捜
本

部
が
受
け
た
衝
撃
は
大
き

い
。
二
十
五
日
の
火
事
が
市
民
の
寝
静
ま

っ
た
午
前

三
時
す
ぎ
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
本
部
を
設
置
し
て
か
ら
は
特

に
午
前
二
時

―

‐
四
時

の
間
は
外
勤
警
察
官
四
人
を
同
校
北
側
に
配
置
、
指
導
者

一
人

が
パ

ト

ロ
ー
ル
す
る
厳
戒
体
制
を
し
て

い
た
。

こ
の
努
力
も
結
局
、
放
火
を
防
ぎ
得
な
か
っ
た
だ
け
に
、
あ
せ
り
の
色
が
見

え
始
め
た
が
今
堀
特
捜
本
部
長
は

「
全
力
投
球
で
短
期
決
戦
だ
」
と
語
気
を
強

め
て
い
た
。

●
ロ
ー
ヒ
ー
ル
の
跡
も
／
北
高
放
火
事
件
捜
査

″不
審
な
人
影
″
に
重
点

〈同
日
付
十
六
面
〉

二
十
八
日
未
明
、
放
火
で
七
教
室
を
焼
い
た
道
立
札
幌
北
高
校
の
火
災
に
つ

エ
ピ

ソ
ー
ド

い
て
、
前
二
回
の
不
審
火
と
合
わ
せ
て
捜
査
し
て
い
る
札
幌
北
署
の

「北
高
火

災
特
捜
本
部
」
は
、
約
百
人
の
捜
査
員
を
動
員
、
同
日
深
夜
ま
で
出
火
直
前
グ

ラ
ウ
ド
か
ら
立
ち
去
っ
た

″
不
審
な
人
影
″
の
解
明
を
中
心
に
、
現
場
付
近

一

帯
で
大
が
か
り
な
聞
き
込
み
捜
査
を
行
な
っ
た
。
し
か
し
有
力
な
情
報
は
得
ら

れ
ず
二
十
九
日
さ
ら
に
捜
査
員
を
ふ
や
し
て
犯
人
逮
捕
に
全
力
を
注
ぐ
し

同
本
部
の
こ
れ
ま
で
の
調
べ
で
は
、
犯
人
は
北
高
の
内
部
事
情
に
く
わ
し
く
、

北
較
的
学
校
近
く
に
住
む
も
の
に
し
ぼ
ら
れ
た
。

こ
れ
は
放
火
場
所
が
紙
く
ず

を
捨
て
る
物
置
き
で
校
舎
内
部
を
よ
く
知

っ
て
い
な
け
れ
ば
容
易
に
選
べ
な

い
、
前
二
回
の
火
災
も
放
火
と
す
る
と
、
今
回
同
様
、
付
近
に
営
業
車
や
車
を

見
た
者
が
い
な
い
の
で
徒
歩
で
来
た
と
み
ら
れ
る
な
ど
か
ら
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
同
本
部
は
出
火
直
前
グ
ラ
ン
ド
か
ら
立
ち
去
っ
た

″
不

審
な
人
影
″
を
事
件
の
カ
ギ
を
握
る
人
物
と
み
て
そ
の
解
明
に
重
点
を
置
く
こ

下
の
土
と
炭

の
中
か
ら
拾

い
上
げ
た
。

机
Ｃ
　
床
板
は
、
半
ば
炭
化
し
な
が
ら
も
、
や

っ
と
原
形
を
保
ち
、
机
は

焼
け
こ
げ
て
、
わ
ず
か
に
そ
の
形
を
残
し
て
い
る
。
机
上
の
も
の
、

抽
斗
の
も
の
使
用
不
能
。
放
水
が
氷
化
し
て
表
面
を
お
お
う
。

机
Ｄ
　
机

の
表
面
を
炎

が
這

っ
て

い
た
が
、
思

い
が
け
な
く
し

っ
か
り

立

っ
て
い
た
。
机
上
の
書
物
、
書
類
は
表
面
が
炭
化
し
て
い
た
が
、

重
な

っ
た
奥
、
書
物

の
中
央
部
は
原
形
を
保

っ
て
い
た
。
厚

い
書
物

ほ
ど
し

っ
か
り
し
て
い
た
。
し
か
し
、
水
ぶ
く
れ
で
、
使
用
に
堪
え

な

い
も

の
が
半
分
。
抽
出

の
中
は
、　
一
番
上

の
事
務
用
品
は
全
減
、

二
段
日
、
三
用
目
は
、
表
面
は
水
と
煤
を
か
ぶ
り
、
半
ば
使
用
可
能
。

机
Ｅ
　
炎
の
跡
は
な
く
、
水
と
煤
を
多
少
か
ぶ
っ
て
い
た
。
机

の
上
の
も

の
も
、
殆
ど
そ
の
ま

ヽ
使
用
に
た
え
る
状
態
で
あ
る
。

書
架
Ｆ
　
消
火
作
業

の
た
め
動
か
し
た
ら
し
く
、
中

の
書
物
が
床
に
落
ち

大
部
屋
始
未
記

火
災

の
あ

っ
た
職
員
室

（俗
称
大
部
屋
）
に
は
、
英
語
、
国
語
、
数
学

が
入
っ
て
い
た
。
当
時
の
被
災
の
具
体
的
状
況
の
客
観
資
料
が
な
い
の
で

数
人
の
記
憶
を
総
合
し
て
、
こ
こ
に
復
原
し
て
み
る
。

図
の
説
明

　

（右
側
数
学

・
中
央
国
語

。
左
側
英
語
）

斜
線
内
Ａ
の
部
分
、
床
が
完
全
に
焼
け
落
ち
、
床
下
の
土
の
上
に
焼
け
た

残
骸
が
散
乱
し
て
い
た
。

机
Ｂ
　
机
は
完
全
に
焼
え
つ
き
て
、
あ
と
か
た
も
な
く
、
抽
斗
に
入
れ
て

お
い
た
金
属
の
ク
ッ
キ
ー
箱

（事
務
用
品
を
収
め
て
い
た
）
を
、
床

母校火災~194



夕

一談

〓隷

〓鞭

以

ｍヽ

軒鰤

瘤鰊

‘趾

・了

・軋

』不

“了

町り

」顆

」麒

｝訳

一顆

一切

一絋

軒褥

一ｍ

一飲

一ｍ

一隷

一ｍ

一不

一絋

一財

」熙

”熙

ｍ̈

一趾

小̈

一絆

〓熙

」切

に切

一勒

〓ｍ

・ｍ

針熙

』―

霊以

以

」な

一予

一談

」予

‘ざ

一ｍ

・ざ

針聰

〓以

“以

顆

饉蠍

・不

一予

一熙

一筍
趙

周
辺
部
炭
化
、
ロ
ッ
カ
ー

の
扉

が
ひ
か
れ
、
水

の
入

っ
た
あ
と
が
あ

っ

た
。

天
丼
板
は
全
て
焼
失
し
て
小
屋
裏
が
露
出
し
、
火
元
に
近
い
英
語
の
方

校
　
長
　
室

は
、
屋
根
も
な
か
っ
た
が
、
火
勢
の
た
め
か
、
放
水
の
た
め
か
、
不
明
。

炭
化
し
た
梁
が
、
崩
れ
て
き
そ
う
で
危
険
が
感
じ
ら
れ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
火
の
勢

い
と
そ
の
被
害
が
、
数
メ
ー
ト
ル
離
れ
た

だ
け
で
、
い
か
に
違
う
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
消
火
作
業
が
い
か
に
延
焼

を
く
い
と
め
る
の
に
有
効
で
あ
る
か
ヾ
痛
感
さ
れ
る
の
だ
っ
た
。

翌
日
は
現
場
検
証
の
た
め
立
入
禁
止
、
職
員
は
外
の
雪
の
山
の
上
か
ら

縄
ご
し
に
、
自
分
の
机
の
辺
り
を
眺
め
る
の
み
で
あ
っ
た
。
室
内
は
炭
化

し
て
た
ヾ
黒

一
色
、
水
が
凍
っ
て
床
は
氷
化
し
、
無
数
の
つ
ら

ヽ
が
た
れ

て
い
た
。

二
月
十
三
日

（
翌
々
日
）
講
堂
を
仮
職
員
室
と
し
て
移
動
、
焼
け
残

っ

た
も
の
を
運
ん
だ
。
（
図
の
説
明
は
そ
の
当
日
の
記
憶
に
よ
る
。
）

長
年
に
わ
た

っ
て
累
積
さ
れ
た
資
料

・
記
録

の
残
骸
を
捨
て
る
の
は
惨

め
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
痛
快
で
さ
え
あ

っ
た
。
紛
争

の
疲
労
が
重
く
澱
ん

で
い
る
眼
で
、
使
え
そ
う
な
資
料
を
拾

っ
て
い
く
と
、
背
が
焼
け
て
、
紙

き
れ
の
束
に
な

っ
た
貴
重
本
が
床

の
炭

の
間
か
ら
出
て
く
る
。

資
料
類

の
焼
失
も
痛
か

っ
た
が
、
さ
し
当

っ
て
身
動
き
と
れ
な
く
な
る

の
は
、
現
在

の
生
徒

の
成
績
記
録
で
あ
る
。
学
年
末
で
、
学
年
評
定
を
す

る
時
期
で
あ

っ
た
か
ら
、
そ
れ
を
失

っ
た
英
語
、
国
語

の

一
部
は
身
動
き

と
れ
な

い
。
生
徒
か
ら
通
知
箋
を
集
め
た
り
、
記
憶
を
辿

っ
た
り
、
可
能

な
か
ざ
り
の
手
を
尽
く
し
た
。

構
堂
の
だ
ゞ
広

い
床

の

一
画
に
、
焼
け
こ
げ
た
抽
斗
だ
け
を
積
み
上
げ

て
、
椅
子
も
な

い
そ
の
辺
り
を
自
分
の
席
と
見
当

つ
け
て
、
Ｈ

・
Ｒ
に
出

て
行
き
戻

っ
て
く
る
。　
一
方
職
員
室

の
取
壊
し
作
業
が
始
ま
り
、
ベ
ニ
ヤ

の
仮
設
が
建

て
ら
れ
て

い
き
、
体
育
館

の
開
仕
切
り
作
業

が
始
ま
っ
て

い
っ
た
。
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と
に
な
っ
た
ｃ

そ
の
後
の
調
べ
で
こ
の
人
影
は
十
六
、
七
歳
、
青

っ
ぽ
い
ネ

ッ
カ
チ
ー
フ
を

か
ぶ
り
自
の
ト
レ
パ
ン
を
は
い
た
全
体
の
感
じ
が
女
性
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
ま
た
姿
を
消
し
た
グ
ラ
ン
ド
北
端
の
砂
地
か
ら
ゴ
ム
長
ぐ
つ
、
ズ
ッ
ク
ぐ

つ
、　
ロ
ー
ヒ
ー
ル
の
三
種
類
の
足
跡
数
個
ず

つ
を
採
取
し
た
。
ど
れ
が
こ
の
人

影
の
も
の
か
は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ロ
ー
ヒ
ー
ル
の
跡
は
二
十
三
セ
ン
チ

の
大
き
さ
で
歩
幅
は
小
さ
く
、
不
審
者
が
女
性
だ
っ
た
と
す
る
と

一
致
す
る
こ

と
に
な
る
ｃ

一
方
、
同
本
部
は
同
校
に
放
火
す
る
動
機
を
調
べ
る
こ
と
も
捜
査
の
早
道
と

み
て
教
師
、
生
徒
か
ら
事
情
を
聞
い
て
い
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ

一
、
二
、
三

回
の
火
事
に
共
通
す
る
も
の
は
出
て
お
ら
ず
、
考
え
ら
れ
る
要
素
と
し
て
卒
業

式
、
入
試
、
学
期
末
試
験
、
中
間
テ
ス
ト
な
ど
の
妨
害
、
異
常
性
格
の
変
質
行

動
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
検
訂
、
二
十
九
日
以
降
の
捜
査
で
は
刑
事
捜
査
員
の

ほ
か
特
に
公
安
関
係
の
警
官
も
加
え
犯
人
捜
査
に
当
た
る
。

●
大
が
か
り
な
聞
き
込
み
続
け
る
／
北
高
放
火
捜
査
　
〈同
日
付
十
四
面
〉

放
火
を
含
む
三
回
の
不
審
火
に
見
舞
わ
れ
た
道
立
札
幌
北
高
の
火
災
原
因
を

捜
査
し
て
い
る
札
幌
北
署
北
高
火
災
特
捜
本
部
は
二
十
九
日
、
道
警
本
部
か
ら

さ
ら
に
捜
査
員
七
人
の
応
援
を
得
て
、
総
勢
六
十
人
が
専
従
、
大
が
か
り
な
聞

き
込
み
に
当
た
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
べ
に
よ
る
と
、
放
火
の
際
に
ガ
ソ
リ

ン
な
ど
油
類
が
持
ち
込

ま
れ
た
可
能
性
は
薄
く
、
こ
の
方
面
か
ら
の
追
及
は
む
ず
か
し
い
と
み
ら
れ
て

い
る
。
た
だ

一
つ
の
有
力
な
手
が
か
り
の
三
回
目
出
火
の
直
前
に
、
同
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
か
ら
去
っ
た
不
審
な
人
影
の
身
元
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

一
方
、
同
署
は
四
度
目
の
火
災
を
警
戒
、
二
十
八
日
夜
か
ら
こ
れ
ま
で
の
外

勤
課
員
五
人
に
捜
査
員
五
人
を
加
え
、
徹
夜
で
張
り
込
み
、
同
校
も
ガ
ー
ド
マ

ン
四
人
の
ほ
か
、
先
生
二
人
が
自
主
警
備
に
当
た
っ
て
い
る
。

以
上
が
三
回
に
わ
た
る
火
災
の
記
事
で
あ
る
。
第

一
回
火
災
の
後
、
上

野
秋
造
校
長
は
、
そ
の
責
を
負
っ
て
自
ら
身
を
引
い
た
。
そ
の
決
意
を
職

員
が
予
知
し
て
身
の
ひ
き
し
ま
る
思
い
の
し
た
の
は
、
深
夜
の
聾
学
校
を

借
り
て
の
職
員
会
議
で
あ
っ
た
と
思
う
。
鎮
火
し
た
ば
か
り
の
母
校
を
隣

り
に
見
下
し
て
の
こ
の
会
議
は
、
あ
る
人
に
は
敗
戦
の
日
の
興
奮
と
虚
脱

を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
校
宅
の
奥
様
方
の
炊
出
し
の
お

に
ぎ
り
に
僅
か
に
安
ら
ぎ
を
覚
え
た
。

四
月
、
江
差
高
校
か
ら
着
任
し
た
長
浜
英
作
校
長
は
、
そ
の
持
ち
前
の

明
る
く
石布
落
な
人
柄
に
よ
っ
て
、
深
刻
に
な
っ
て
い
た
職
員
の
意
気
を
大

い
に
鼓
舞
し
た
。
続
く
三
度
の
火
災
も
、校
長
の
人
柄
に
よ
っ
て
、
職
員
の

心
は
再
建

へ
、
明
る
い
希
望

へ
と
か
き
立
て
ら
れ
た
。

体
育
館
、
講
堂
の
間
仕
切
り
工
事
、
続
い
て
仮
設
校
合
の
建
築
と
、
火

災
の
重
苦
し
さ
を
逃
れ
る
よ
う
に
、
連
日
槌
音
が
響
い
た
の
で
あ
る
。
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